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(英文要旨 70 語程度) 

In this study,□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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[背景・目的】(日本語) 

近年、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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[材料と方法】(日本語) 

まず初めに、□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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[結果】(日本語) 

50 症例中、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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[考察】(日本語) 

今後、□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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[文献】(日本語/英語) 
1. T.Yamada et al. 

2. □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

3. □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

4. □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

 

 

 

演題登録用紙は、第  43 回日本分子腫瘍マ—カ—研究会ホームページよりダウンロード可能です。 

https://procomu.jp/jsmtmr2023/endai.html 

余白は上下 30ｍｍ、左右 15ｍｍです。厳守してください。 

・文章は MS-Word 形式で、図表は GIF、JPEG、TIF のいずれかのファイル形式でお願いします。 

・A4用紙(白紙) 2ページ以内にしてください。 

・記載例を参考に、邦文または英文で、演題名、演者氏名(所属)、英文演題名、 

英文演者氏名(所属)、英文要旨(70 語程度)、本文の順に記載してください。 

・フォントの大きさは演題名のみ、12 ポイントとし、その他はすべて 10 ポイントで記載してくださ

い。 

・英文要旨と本文の部分は 2 段組です。 

・当日の筆頭演者の前に「○」印を付けてください。 

・余白は上下 30 ㎜、左右 15 ㎜です。厳守してください。 

・図表、写真は本文中に貼付け可能です。抄録は白黒となりますが、ホームページに公開される電子ジ 

ャーナルはカラーで掲載されます。 

・ダブルバリケーションのトラブルを避けるため¸ 他の原著論文に使用された図や表をそのまま利用す 

ることは避けてください。 

・提出された抄録は、同様のスタイルで研究会のホームページに電子ジャーナルとして公開されま 

す。 


